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全全国国青青年年大大集集会会22001111  第第66回回実実行行委委員員会会をを開開催催  
12/12 都内で第 6 回実行委員会を開催し、集会に向けた取り組みや当日の組み立て、運営などにつ

いて成果と課題を下記のようにまとめ、財政の中間決算を確認しました。 

 

３月 11 日の東日本大震災と原発事敀の後の新

しい情勢のもとでは、実行委員会でも試行錯誤の

連続でした。しかし、「震災だからじゃすまされな

い」「まともな仕事と人間らしい生活を」という今

年ならではのスローガンに様々な取り組みを重ね、

全国の青年もこれに応えて全国 47 都道府県から

4800 人があつまり集会を成功させたことは、各

地の運動と実行委員団体の知恵と力の結晶だった

と言えます。 

新たなたたかいの発展をきりひらく今集会の歴

史的意義を確信に、青年の運動をさらに広げてい

きましょう！ 

 

●集会の感動、今後のたたかいへの意欲が

ひろがっています！ 

何より集会参加者やたたかいの当事者が、この

集会を通じて大企業と財界中心の政治に声をあげ

ていく勇気と希望をつかみ、励まされています。 

【感想（一部）】 

・「日本だけでなく世界の青年も声をあげている

のに勇気をもらった」 

・「自分の中の閉塞感がとりはらわれた。社会

はかえられると感じた」 

・「学費の署名にとりくみたい」「労働組合をも

っとアピールしていきたい」 

・「たくさんの若い人に自分のたたかいを知って

もらえた。…〝応援している〟〝判決の日は行き

たい〟と声をかけてもらって嬉しかった」（CCU） 

・「想像をはるかに超えた集会です。心の奥にあ

った丌安や孤独感が吹き飛びました。…この集会

の炎を消さず、広げていきたい」（ソニー労組） 

 

●被災地と全国が一緒に「まともな仕事と

人間らしい生活を！」とアピール 

大企業による雇用破壊、野田内閣による生活破

壊の動きが加速するなか、国民・青年の中には「被

災者よりはまだまし」「復興のためなら増税や高校

無償化見直しも仕方ない」などの率直な気持ちが

あります。だからこそこの集会を通じて「『人間

らしく働きたい』という要求の実現は真の復興に

つながる」ということを知らせ、一人ひとりの若

者の仕事や暮らしの要求をハッキリと政府につき

つけたことは大きな意義があるといえます。多く

の分科会で震災後の多彩な運動と若者の思いを交

流でき、翌日の国会要請行動では直接青年の実態

を届けることができました。 

 

●「１％の金持ちが支配する社会を、私た

ち９９％の社会にかえる」世界の運動との

連帯 

貧困・格差に反対する運動がウォール街から世

界中へ広がっているもとで、集会史上初めて海外
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岡山県労会議ブログより 

の労働組合の青年が参加し、世界の運動に連帯す

る一歩を刻みました。青年がおかれている深刻な

状況は共通していること、そしてそれに対して立

ち上がり、社会を変えようと声をあげていくこと

の正当性に確信をもち、お互いを激励しあうこと

ができた。中東の衛星テレビ局アルジャジーラは、

「ウォール街占拠運動、遂に日本にも波及」とい

う放送のなかで青年大集会を紹介している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国青年大集会 最賃分科会 

～最賃あげて暮らしと経済の底あげを～時給 737 円（全国平均）は高いか低いか 

集会開催前に 12 種類の分科会が開催され、全労連青年部は「最低賃金」ブースを担当しました。のべ

100 人以上が訪れました。最賃レベルの給料で生活している方のお話、最賃生活体験（大阪・京都）、生

計費シミュレーション（高知）、職場の取り組み（生協）などを通じて引き上げを迫る取り組み、また全

の伊藤さん（全労連調査局長）のお話で最賃をめぐる情勢や最賃決定の仕組み、引き上げ運動の意義など

も深めることができました。参加者交流では「最賃はどうやってきまるのか」「生計費シミュレーション

の中で税金の計算はどうするのか」など話されました。 

【伊藤さんお話】私たち全労連は最賃を上げることが全体の暮らしと経済の底上げになると考えています。

今年の上げ幅は地方により 1～18 円。中央最低賃金審議会の改定目安を乗越えた地方は 7 割にのぼりまし

た。これはみんなでがんばった成果です。最賃引上げを勝ち取っ

ていることに確信を持つことが大切。青年の間に貧困が拡大して

いるが、貧困に一度はまると抜け出すことが困難な貧困トラップ

があります。低賃金だから深夜もいとわず長時間働く。貯蓄がな

く、アパートを借りることができない。住み込み仕事を希望する。

これらが劣悪雇用につながり、最終的には不安定雇用に行きつき

ます。貧困を自己責任にせず、法制度による保護・救済の土台づ

くりと労働組合の力が必要です。 

★ソニー本社前宣伝★ 

12 月 22 日 11 時半～12 時半 

集会当日に仙台からかけつけ発言したソニー労組の仲間が、12 月末で解雇されようとしています。ソ

ニー本社前で「解雇しないで！」「社会的役割を果たせ！」と訴える行動です。全国からソニーへのメッ

セージを集めます。別紙メッセージにご協力を!! → 送り先 fax：03-5842-5620 ★12/21〆切★ 

 

 

★全国青年運動交流集会（仮称）2012 年 5 月あたりに開催します。 

（参加対象、日時等は今後具体化していきます。） 

 

★来年の秋に、東京以外の場所で一定規模の地域集会開催の可能性を追求します。 

 

★次回の全国青年大集会の開催は 2012 年 5 月中には決定します。 


